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7題目石・地神（奥谷）
西花尻奥谷の「ほうかいさま」（西花尻791東）
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卒塔婆番神様の御本尊 寄進者銘板
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題目石（西花尻奥谷のほうかいさま） 

建立の年代
　① 地神	 明治12年（1879）8月
　② 題目石	 文政5年（1822）3月13日
　③ 無縫塔	 文政5年（1822）3月13日
　④ 御本尊	 安政4年（1857）
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題目石（西花尻奥谷のほうかいさま） 

　天神様木像はここから50mほど西の高台に鎮座した「番神様」のお堂に祀られて
いた。お堂が老朽化したため解体し、ご本尊をここに移転して安置した。

　安政4年（1857）に造営。正法寺21世日廣上人の揮毫。
「ばんじん堂」は平成19年1月、新築された「法界様」に合祀された。このご本尊は
「番神堂」解体の折、天井裏から発見されたものである。　三十柱の神々の名が
書き込まれている。多くのお札は［三十番神］とまとめて書かれている。
　正法寺第21世日廣上人が奉納した三十番神はすべてが記されており、順番はひ
げ文字の様式に倣い、中央から放射状に表示されている。

④天神様木像

⑤番神様の御本尊
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三十番神の順番（日蓮宗）
国家人民を一か月30日間日替わりで守護する神様
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日 神名 現在の名称
初日 熱田大明神 熱田神宮
初二日 諏訪大明神 諏訪大社
初三日 廣田大明神 廣田神社
初四日 気比大明神 気比神社
初五日 気多大明神 気多神社
初六日 鹿島大明神 鹿島神宮
初七日 北野天満宮 北野大明神
初八日 江文大明神 江文神社
初九日 貴船大明神 貴船神社
初十日 天照皇太神 伊勢神宮内宮
十一日 八幡大菩薩 石清水八幡宮
十二日 加茂大明神 上賀茂神社･下鴨神社
十三日 松尾大明神 松尾大社
十四日 大原大明神 大原野神社
十五日 春日大明神 春日大社

日 神名 現在の名称
十六日 平野大明神 平野神社
十七日 大比叡権現 日吉大社西本宮
十八日 小比叡権現 日吉大社東本宮
十九日 聖眞子権現 日吉大社宇佐宮
二十日 客人大明神 日吉大社白山姫神社
二一日 八王子大権現 日吉大社八王子社
二二日 神明大荷稲 伏見稲荷大社
二三日 住吉大明神 住吉大社
二四日 祇園大明神 八坂神社 
二五日 赤山大明神 赤山禅院 
二六日 健部大明神 健部大社
二七日 三上大明神 御上神社
二八日 兵主大明神 兵主大社
二九日 苗鹿大明神 那波加神社
三十日 吉備大明神 吉備津神社
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⑥寄進者銘板

題目石（西花尻奥谷のほうかいさま） 

矣…句の最後につけて断定「である」の意


